
東広島市における有機フッ素化合物（PFOS 及び PFOA） 
の調査及び対応状況について 

 

 

１ 有機フッ素化合物（PFOS 及び PFOA）の調査について 

（１）調査の契機 

令和４年度に広島市が実施した公共用水域の水質調査において、瀬野川において有機フッ素化合物が

暫定指針値(50ng/L)には満たないが、比較的高い 36ng/L を検出した。これを受け、令和５年度に広島市と

連携して瀬野川水系の有機フッ素化合物を調査した。 

 

（２）これまで行った調査 

ア 河川・水路 

①第１次調査（第１図参照） 

採水地点 瀬野川及びその支流 計３地点 

採 水 日 令和５年１１月２０日（令和５年１２月１２日結果確定） 

結果概要 １地点（則重橋）で暫定指針値を超過した。（広島市の石仏橋も超過） 

②第２次調査（第２図参照） 

採水地点 瀬野川則重橋より上流の瀬野川及び支河川 計１１地点 

採 水 日 令和５年１２月２７日（令和６年１月２５日結果確定） 

結果概要 ３地点（地点Ｂ、地点Ｃ、及び地点Ｋ）で暫定指針値を超過した。 

 ③第３次調査（第３図参照） 

採水地点  瀬野川水系の地点Ｂ付近の水路 計８地点 

採 水 日 令和６年２月９日（結果確定 令和６年２月２９日） 

結果概要 ６地点（地点２～６、地点８）で暫定指針値を超過した。 

 ③第４次調査（第３図参照） 

採水地点  瀬野川水系の地点Ｂ付近の水路、調整池 計４地点 

採 水 日 令和６年２月２９日及び令和６年３月１日（結果確定 令和６年３月１４日） 

結果概要 ２地点（地点１５及び地点１７で暫定指針値を超過した。 

 ④第５次調査（第３図参照） 

採水地点  瀬野川水系の地点Ｂに隣接する黒瀬川水系の河川等 計６地点 

採 水 日 令和６年２月２８日（結果確定 令和６年３月１２日） 

結果概要 暫定指針値の超過は確認されなかった。 

 

イ 地下水（第３図、第４図参照） 

採水地点  瀬野川沿い、宗吉川沿い、宗吉川周辺及び地点B付近 計５８地点 

採 水 日 令和６年１月１２～３０日（順次採水） 

結果概要 ２月５日に瀬野川沿いの地下水で３地点、２月２１日に地点Ｂ周辺の１２地点で著しい暫定指

針値の超過が確認された。 



 

２ 委員会の設置について 

（１）東広島市有機フッ素化合物環境調査検討委員会（令和６年２月２９日付け） 

ア 設置目的 

瀬野川水系における有機フッ素化合物に関する水質調査について、汚染源の特定と汚染範囲の把握を行う。 

 

イ 委員会の検討事項 

○汚染範囲の把握に向けた調査手順（調査範囲、調査地点等）の決定 

○汚染範囲及び汚染源の特定 

○その他、目的を達成するために必要な事項に関すること 

 

ウ 委員会の構成 

所属 役職 氏名 

広島大学大学院先進理工系科学研究科 教授 小野寺 真一 

広島大学大学院先進理工系科学研究科 准教授 齋藤 光代 

広島県環境県民局環境保全課 課長 秋山 日登美 

広島県西部東厚生環境事務所 所長 山本 竜治 

東広島市生活環境部 部長 中村 光利 

 

（２）健康影響評価検討委員会（令和６年５月３１日付け） 

ア 設置目的 

瀬野川水系における高濃度の有機フッ素化合物が検出された地域の住民の健康への影響の把握、 

評価及び健康不安への対策について検討する。 

 

イ 委員会の検討事項 

〇住民の健康への影響の把握及び評価に関すること 

〇住民の健康不安への対策に関すること 

〇その他、健康影響に関すること 

 

ウ 委員会の構成 

所属 役職 氏名 

広島大学大学院医系科学研究科 公衆衛生学 教授 久保 達彦 

広島大学大学院医系科学研究科 公衆衛生学 准教授 CHIMED OCHIR ODGEREL 

広島大学大学院医系科学研究科 公衆衛生学 技術職員 田治 明宏 

東広島地区医師会 副会長 小林 健二 

広島県健康福祉局 健康危機管理課 課長 草薙 真一 

広島県西部東保健所 所長 岸本 益実 

東広島市健康福祉部 部長 福光 直美 



 

３ 地域住民に対する支援について 

（１）上水道の敷設支援等（ばく露防止の取組み） 

ア 対象者 

○地下水検査で PFOS 等の合計が 50ng/L を超過した世帯等（１２世帯） 

○地下水検査で PFOS 等の合計が 50ng/L を超過していないが、超過した世帯の近隣にあり、 

水道の敷設を一体的に実施することが望ましい世帯等（３世帯１事業所） 

 

イ 補助対象経費 

既設配水管（公道）から宅地内の第１止水栓までの費用を、水道接続申請者に助成 

 

ウ 飲料水の配布 

地下水の汚染が判明して以降、飲用井戸の利用中止を呼び掛けており、上水道の敷設が完了するま

での間、ミネラルウォーターを配布する（一人一日 3 リットル、対象：１５世帯４０人）。 

 

（２）臨時健康診断の実施 

  ア 対象者 

原則 20 歳以上で次のいずれかに該当し、健康診断を希望する人（７０人） 

○地下水調査において、PFOS 等の値の合計が 50ng/l を超え、水道の敷設費用の助成対象となる世帯

に属する住民及び過去に同世帯に属していた住民  

○地下水調査では 50ng/l を超過していないが、超過した世帯が近隣であるため、水道の敷設費用の助

成対象となる世帯に属する住民及び過去に同世帯に属していた住民 

○地下水調査において、ＰＦＯＳ及びＰＦＯＡの値の合計が 50ng/l を超え、水道の敷設費用の助成対象 

となる事業所に勤務する人 

 

イ 実施日時等 

日時：令和６年３月２３日 約７０人の対象者のうち３９人が受診 

    ５月２日までに医療機関で１６人が受診し、計５５人が受診 

 

ウ 健康診断の内容 

基本健康診査：問診、身体計測、血圧、尿検査、血液検査等 

B 型・C型肝炎ウイルス検診 

がん検診：肺がん、胃がん、大腸がん、子宮頸がん、乳がん、前立腺がん 

 

エ 自己負担金 

     無料 

 

 



（３）農業用水の水質調査、土壌調査等の実施 

ア 対象 

○汚染が確認された河川、地下水等を水源とする農業用水 

○汚染が確認された河川、地下水等を農業用水として利用している農地     

 

イ 自己負担金 

無料 

 

 



４ 関係団体への要請対応について 

要望先 要望内容 提出日 

防衛省中国四

国防衛局長 

次に挙げる内容について調査回答を依頼 

○PFOS 等を含有する泡消火剤使用の有無等 

○川上弾薬庫内における米軍による水質調査の実施と数

値の公表（過去履歴があればそれも含む。） 

○原因が川上弾薬庫内にあると考えられる場合の対応方

針の有無及び内容の公表 

令和６年２月８日 

 

 

広島県知事 連携を強化した取組みの推進を依頼 

○有機フッ素化合物に対して早急に対応する必要がある

次の項目について 

 ①市民の健康に関すること 

 ②農作物・水産物・畜産物（食物や家畜等への蓄積性）

に関すること 

 ③具体的な暴露防止（飲用のみならず、日常生活にお

ける対策）に関すること 

○汚染が確認された地域（河川及び水路等）における調

査に関すること 

令和６年２月８日 

防衛大臣 

環境大臣 

厚生労働大臣 

農林水産大臣 

国において、次の措置を講ずることを強く要望 

○米軍に対し、川上弾薬庫に関する情報の公表及び必要

な対応を求めること。 

○PFOS等の毒性、健康影響等の情報提供と、検出された

地域を対象とした実態調査等を行うこと 

○PFOS 等の農産物等への影響を早急に明らかにし、必

要な対策を検討すること。 

○発生源特定のための調査や汚染除去等の対策につい

て、具体的な方法を示すこと 

令和６年２月１９日 

防衛大臣 

環境大臣 

農林水産大臣 

国土交通大臣 

国において、次の措置を講ずることを強く要望 

○米軍川上弾薬庫周辺住民の安心・安全のための取組

の推進 

○その他の住民の安心・安全のための取組の推進 

○PFOS 等への対策実施に係る具体的方法の策定 

○PFOS 等に係る自治体の各種取組に対する財政的支援 

 

令和６年６月４日 
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※第４図中、表（４）（５）は第３図より再掲 


